
１．評価の背景・対象

「新たな相模線交通改善プログラム（平成26年３月策定）」について
● ＪＲ相模線は、神奈川県の県央・湘南都市圏の公共交通機関として重要な役割を担う。しかし、単線の
ため、列車の行違いの待ち時間等により表定速度が低く、運行本数も少ないなど、周辺の鉄道と比較して
十分な輸送サービスが確保されているとは言い難い。また、駅周辺の交通環境も周辺地域の鉄道駅と比べ
遅れている状況がある。

● 「相模線複線化等促進期成同盟会（平成10 年２月設立）」では、相模線を中心とした公共交通の整備の
促進を図るため、平成10～13 年度に実施した調査研究を基に「相模線を中心とした交通改善方策と整備構
想（交通改善プログラム）（平成13 年８月）」を策定、平成16 年度には社会経済情勢の変化や交通状況の
変化等を踏まえて計画の見直しを実施した。

● 「新たな相模線交通改善プログラム（平成26年3月策定）」は、平成22 年にＪＲ東日本より輸送改善施策
検討案が示されたことや令和９年開業予定であるリニア中央新幹線（東京都・名古屋市間）の神奈川県駅
の位置が橋本駅付近に決定したことに加えて、少子高齢化の進展、大震災等の大規模災害への対応などの
社会情勢の変化を踏まえ、概ね2045 年度（令和27 年度）までに取り組む内容について新たに取りまとめた
ものである。

評価の目的
● 本同盟会は、「新たな相模線交通改善プログラム」
に示す相模線及び相模線沿線まちづくりの将来像に
向けて５つの方向性と６つの施策を進めるために、
「相模線本体の輸送サービス改善方策」、「駅及び
周辺交通改善方策」、「地域と連携しながら取り組
む利用促進方針」の３つの視点から進捗管理を行い
ながら取組を行う。

● 計画期間は「短期」、「中期」、「長期」の３つ
に分け、「短期」の目標年次は令和２年度とする。

● これらを踏まえて、「駅及び周辺交通改善方策」と
して位置付けられた各取組の令和２年度末現在の進
捗状況を評価することで、今後の計画の推進に反映
させるものである。

評価の対象
● 「新たな相模線交通改善プログラム」に
おいて、「駅及び周辺交通改善方策」とし
て位置付けられた３つの施策（駅アクセス
の改善、駅施設のバリアフリー化、駅施設
の利便性・安全性向上）の19種類の取組
（「駅周辺に関する改善策」を除く）を評
価の対象とする。

■施策実施上の時間軸■サービス改善方策の段階的整備イメージ

駅アクセスの
改善

バス・鉄軌道関連

①路線バスの充実（運行本数増等）
②路線バス等の接続（駅前広場への乗入れ）
③コミュニティバスの運行
④企業送迎バスの運行
⑤空港リムジンバスの運行
⑥新しい交通システムの検討
⑦鉄軌道の整備・延伸

自転車・自動車関連 ⑧自転車駐車場の整備・充実
⑨パークアンドライド用駐車場の整備

駅周辺環境 ⑩駅前広場の整備・充実
⑪アクセス道路の整備・充実

駅施設の
バリアフリー化 バリアフリー化等

⑫エレベータの設置
⑬スロープ等の設置
⑭多機能トイレの整備※1

駅施設の利便性
・安全性向上

駅舎改良 ⑮自由通路整備及び橋上駅化

利便性・安全性等
⑯ホームの拡幅※2

⑰列車運行案内の情報の充実
⑱待合い環境の充実
⑲無人駅の有人化、駅無人時間帯の有人化

■駅及び周辺交通改善方策一覧

※１：「新たな交通改善プログラム」では、「多機能トイレの整備」は「利便性・安全性等」
に分類されているが、高齢者や障害者等の利用を想定したものであることから、本評価書
においては「バリアフリー化等」に位置付けることとする。なお、2021年3月改定版バリ
アフリー整備ガイドラインにおいては、「多機能トイレ」の名称は使用せず、高齢者や障
害者等が使用するトイレの名称を「バリアフリートイレ」とすることを促している。

※２：「新たな交通改善プログラム」では、「ホームの拡幅」は「バリアフリー化等」に分類
されているが、利用者の転落防止や移動動線確保のために整備するものであることから、
本評価書においては「利便性・安全性等」に位置付けることとする。

■６つの施策と３つの視点の関係性
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